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新株予約権等の状況

新株予約権等の状況
１．当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況
　　　該当事項はありません。
２．当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
　　　該当事項はありません。
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業務の適正を確保するための体制

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
１．業務の適正を確保するための体制について決定内容

　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保
するための体制について、取締役会での決議内容は以下のとおりであります。
（１）取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
① 当社は企業活動の基本として、「パーパス」「経営理念」「社訓」並びに「企業倫理規範」「行動
指針」を定め、法令・定款及び社会規範の遵守を経営の根幹に置き、取締役及び使用人はこれに従
って、職務の執行にあたるものとする。

② 「リスクマネジメント委員会」を設置し、リスクの網羅的な認識・客観的な評価と適切なコントロ
ール等を行うリスク管理体制を整備することにより、リスク発現の未然防止と被害の最小化を図
る。

③ 内部監査部門は、「内部監査基本規程」に基づき、法令・定款・規則・規程等の遵守並びに業務執
行状況について定期的に監査を実施し、その結果を社長執行役員に報告するとともに、定期的に取
締役会及び監査等委員会に対し報告を行う。

④ 取締役及び使用人を始め当社の利害関係者がコンプライアンス上の問題等を発見した場合に、通
報・相談を行うことができる内部通報制度を整備し、内部統制の維持と自浄プロセスの向上を図る
ものとする。なお、通報・相談は匿名を可能とし、通報者が不利益を被らないことを確保する。

⑤ 取締役及び使用人に対し、定期的なコンプライアンス教育・研修を行い、コンプライアンス意識の
醸成・向上に努める。

（２）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
① 取締役の職務に係る情報につき、法令及び社内規程に定めるところに従い、適切に作成し、保存・
管理する。

② 取締役及び監査等委員会は、いつでも、前項の情報を閲覧することができる。
（３）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 経営活動上のリスク管理に関する基本方針及び体制を定め、この体制を整備・維持することによっ
て適切なリスク対応を図る。

② 不測の事態が発生した場合には、臨時のリスクマネジメント委員会を開催、状況に応じた迅速な対
応を行い、損害を極小化する体制を整える。
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業務の適正を確保するための体制

（４）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 経営の監視・監督と執行を分離し、経営陣による迅速な意思決定を可能とするため、執行役員制度
を強化し、執行役員の中から社長及びその他の役付執行役員を選定することにより、職務執行権限
と責任を執行役員へ委譲する。

② 取締役会は、毎月１回以上開催し、経営上の重要な事項について審議並びに意思決定を行うととも
に、執行役員以下の職務執行の状況を監督する。

③ 全執行役員で構成する執行役員会を毎月１回以上開催し、取締役会から委任された事項の審議並び
に決定を行う。

④ 業務分掌や職務権限等に関する各種社内規程を整備し、各役職者の権限及び責任の明確化を図り、
適正かつ効率的な職務の執行が行われる体制を構築する。

（５）当社及びその子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制
① 子会社管理に関する社内規程を整備し、また、子会社管理を管掌する執行役員を置くことにより、
子会社の業務執行を監視、監督し業務の適正を確保する。

② 子会社の経営活動上の重要な意思決定については、当社取締役会に報告し、承認を得て行うことと
する。

③ 子会社の財政状態、経営成績及び重要な決定事項の当社への定期的な報告を義務付けるとともに、
重要な事象が発生した場合には、その都度報告を義務付ける。

④ 当社は当社グループのリスク管理を担当する機関として、子会社を管掌する執行役員も委員となる
「リスクマネジメント委員会」を設置し、グループ全体のリスクマネジメント推進に係わる課題・
対応策を審議する。

⑤ 当社は将来の事業環境を踏まえたグループ中期経営計画を適宜策定し、当該中期経営計画を具体化
するため、当社各部門及び子会社はそれぞれ重点施策を定め、グループ全体の目標達成に向け諸施
策を実行する。

⑥ 内部監査部門は、子会社の内部監査部門と密接に連携し、定期的に子会社の業務監査を実施し、そ
の結果を社長執行役員に報告するとともに、定期的に取締役会及び監査等委員会に対し報告を行
う。

（６）監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項
監査等委員会の職務遂行を補助する監査等委員会室を設置し、専任スタッフを配置する。
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業務の適正を確保するための体制

（７）監査等委員会の職務を補助すべき使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立
性に関する事項
　監査等委員会室スタッフの人事考課は監査等委員会が行い、異動・懲戒等に関しては、事前に監査
等委員会の同意を得るものとする。

（８）監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に対する監査等委員会の指示の実効性の確保に
関する事項
　監査等委員会より監査業務に必要な命令を受けた監査等委員会室スタッフは、他部署の使用人を兼
務せず、もっぱら監査等委員会の指示命令に従うものとする。

（９）取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等委員会に報告するための体制並び
に当社の子会社の取締役、監査役、使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社の監査等委員
会に報告するための体制

① 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、監査等委員会に対して法定の事項に加
え、当社及び子会社の経営に重大な影響を及ぼす可能性のある事項をすみやかに報告するものとす
る。

② 内部監査部門は、内部監査上の重要な指摘や課題事項を定期的に報告するものとする。
③ 内部通報制度事務局は、内部通報による通報内容等をすみやかに報告するものとする。
④ 当社グループの取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び監査役並びに使用人は、当社監査
等委員会から業務執行に関する事項について報告を求められたときは、すみやかに適切な報告を行
わなければならない。

⑤ 当社監査等委員会へ当該報告を行ったことを理由として、報告者に対し不利な取扱いを行うことを
禁止し、その旨を周知徹底する。

（10）監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ずる費用
の前払い又は償還の手続その他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に
関する事項
　監査等委員がその職務の執行（監査等委員会の職務に関するものに限る。）について、当社に対し
費用の前払い等の請求をしたときは、担当部門において審議のうえ、当該請求に係る費用又は債務が
当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、すみやかに当該費用又は債務を
処理する。
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業務の適正を確保するための体制

（11）その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査等委員及び監査等委員会は、会計監査人及び内部監査部門と緊密な連携を保ち、相互に牽制す
る関係を構築し、効率的かつ効果的な監査を行う。

② 監査等委員は、代表取締役と定期的に意見交換を行う。
③ 監査等委員は取締役会のほか、執行役員会その他の重要会議に出席し、重要な意思決定の過程及び
業務の執行状況を把握し、監査の実効性を高める。

（12）財務報告の信頼性を確保するための体制
　財務報告の信頼性を確保するため、金融商品取引法に基づく内部統制報告書の有効かつ適切な提出
に向け、内部統制が適正に機能することを継続的に評価できる体制を整備、維持する。

（13）反社会的勢力を排除するための体制
① 反社会的勢力との取引排除に向けた基本的な考え方
イ 当社の行動指針、社内規程等に明文の根拠を設け、役職員が一丸となって反社会的勢力の排除に
取組む。

ロ 反社会的勢力とは取引関係を含めて一切関係を持たない。また、反社会的勢力による不当要求は
一切拒絶する。

② 反社会的勢力との取引排除に向けた整備状況
イ 反社会的勢力の排除を推進するため本社に統括管理部門を設置し、また、各拠点に不当要求対応

の責任者を配置する。
ロ 反社会的勢力への対応についての規程等を整備し、反社会的勢力排除のための体制構築に取組
む。

ハ 取引先等については、反社会的勢力との関係に関して確認を行う。
ニ 反社会的勢力の該当有無の確認のため、外部関係機関等から得た反社会的勢力情報の収集に取組

む。
ホ 反社会的勢力からの不当要求に備え、平素から警察、弁護士等の外部専門機関と密接な連携関係
を構築する。
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業務の適正を確保するための体制

２．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　当社グループにおける業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりであります。
（１）コンプライアンスについて
　社長執行役員の直轄部門として内部監査部門を設置し、法令・定款・規則・規程等の遵守状況につい
て定期的に監査を実施しております。また、コンプライアンス上の問題を発見した場合に、通報・相談
を行うことができる社内通報システム「パンチホットライン」を整備し、「内部通報制度規程」に基づ
き内部統制維持と自浄プロセスの向上を図っております。さらに、社員一人一人が適正かつ公正な事業
活動を行うことを目的として、入社時及び階層別研修でコンプライアンス教育を実施するとともに、全
役職員に対しｅラーニングによるコンプライアンス教育及びハラスメント防止講習を実施しておりま
す。

（２）リスク管理体制について
　「リスク管理規程」にリスク管理に関する基本方針及び体制を定め、この体制を整備し運用すること
によって適切なリスク対応を図っております。
　当事業年度においては､｢リスクマネジメント委員会」を４回開催し、内部通報状況の確認、グループ
全体のリスクマネジメント推進に係わる課題・対応策を審議し、リスクの的確な把握・評価と適切なコ
ントロールを行い、その結果を取締役会に報告しております。
　また、災害発生時の対応への習熟を目的として各事業所においてＢＣＰ訓練を実施する他、リスクマ
ネジメントの中心的役割を担うリスク管理担当者を中心に、リスク管理関連の情報共有等を行い、リス
クの把握と管理に対する意識の向上を図っております。

（３）グループ会社経営管理体制について
　「関係会社管理規程」等の社内規程を整備し、子会社の経営活動上の重要な意思決定については、当
社取締役会の承認を得て行う体制としております。また、財政状態及び経営成績の当社への定期的な報
告を義務付けるとともに、子会社管理を管掌する執行役員が月１回開催される子会社の重要会議に出席
することによって、子会社の業務執行の監視・監督を行っております。また、適宜当社内部監査部門に
よる監査を実施することで子会社管理体制の強化を図っており、子会社においては代表者によるＣＳＡ
(統制の自己評価)を毎年実施し、その結果を最高経営責任者に報告し内部統制の実効性を高めておりま
す。
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（４）取締役の職務執行について
　当社は決議・決裁権限規程で取締役会、執行役員会、執行役員等の権限を明確に定めております。当
事業年度においては、取締役会を15回開催し、重要事項の決定、業務執行の状況の監督を行っており
ます。また、全執行役員で構成する執行役員会を16回開催し、迅速な意思決定を行う等、業務執行の
効率性を確保するとともに、社長執行役員が執行役員会の状況を毎月取締役会に報告しております。

（５）監査等委員会の職務執行について
　当事業年度において、監査等委員会は14回の委員会を開催し、監査等委員会が策定した監査計画に
基づき、取締役の職務執行および内部統制システムの運用状況について継続的かつ体系的な監査を実施
いたしました。監査等委員は、取締役会、執行役員会等の重要会議に出席し、必要に応じて意見を述べ
るとともに、社長を含む業務執行取締役、執行役員および主要グループ会社の責任者との個別面談を通
じて、業務執行状況やリスク管理体制に関する報告を受領し、その実効性を検証いたしました。また、
社外取締役との意見交換を適宜実施し、ガバナンスの高度化に向けた認識を共有するとともに、国内の
生産・販売拠点および海外グループ会社に対する監査を実施し、経営の状況や内部統制の運用状況を確
認いたしました。
　会計監査人とは、レビュー報告会や進捗確認会等を通じて定期的に情報交換を行い、財務報告に係る
内部統制の評価状況、不正リスク対応、監査上の重要論点等について意見交換を行うなど、適切かつ緊
密な連携に努めております。内部監査部門とは、毎月の定例会を通じて内部監査計画や監査結果の共有
を行い、内部統制システムの整備・運用状況およびその有効性を確認しております。
　さらに、監査等委員会の運営および監査業務を補助する体制として、監査等委員会室を設置し、専任
スタッフを配置することで、監査等委員の独立性および監査機能の実効性を確保しております。
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会社の支配に関する基本方針
１.　基本方針の内容の概要
　当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の財務及び事業の内容や当社の企業価値の源泉
を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主の共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくこ
とを可能とする者である必要があると考えています。
　当社は、金融商品取引所に株式を上場している者として、市場における当社株券等の自由な取引を尊重
し、特定の者による当社株券等に対する大規模買付行為等であっても、当社の企業価値ひいては株主共同
の利益の確保・向上に資するものである限り、これを一概に否定するものではありません。また、当社の
支配権の移転を伴う買収提案についての判断は、最終的には当社の株主全体の意思に基づいて行われるべ
きものと考えております。
　しかしながら、株券等の大規模買付行為等の中には、その目的等から見て企業価値や株主共同の利益に
対する明白な侵害をもたらすもの、株主に株券等の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の
取締役会や株主が株券等の大規模買付行為等の内容等について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替
案を提案するための十分な時間や情報を提供しないもの、対象会社が買付者等の提示した条件よりも有利
な条件をもたらすために買付者等との協議・交渉を必要とするもの等、対象会社の企業価値ひいては株主
共同の利益に資さないものも少なくありません。
　当社株券等の大規模買付行為等を行う者が、当社の企業価値の源泉を理解した上で、それを中長期的に
確保し、向上させられるのでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになり
ます。
　当社は、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない大規模買付行為等を行う者は、当社の
財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大規模買付行為等に対
しては、必要かつ相当な対抗措置を採ることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する
必要があると考えております。

２.　基本方針の実現に資する特別な取組みの概要
①　長期ビジョン「Vision60」
　当社グループは、創業者精神である「チャレンジ」「創意工夫」「自由闊達」を受け継ぐパンチスピリッ
トと、パーパスである「ものづくりによる信頼、真摯な技術、自由な創造力で、次世代の豊かな未来をカ
タチづくる」を価値創造の原点として、創業50周年を機に、今後10年先を見据えた長期ビジョン
「Vision60」を策定しております。
　「Vision60」では、急速に進展するデジタル化やAIの進化、労働人口減少、グローバルな生産構造の
変化、環境・社会課題への要請の高まりなど、当社を取り巻く事業環境の中長期的な変化を踏まえ、
「脱・金型部品依存」を掲げております。
　これは金型部品事業を縮小することを意味するものではなく、同事業を引き続き事業基盤としつつ、Ｆ
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Ａ事業や新事業など金型部品以外の領域を育成し、事業ポートフォリオの多角化を進めることで、より安
定的かつ持続的な成長を実現することを目的としたものです。
　当社グループは、このVision60を軸として、今後10年間で３つの中期経営計画を順次遂行し、継続的
な企業価値向上を図ってまいります。
　当社は、精密金型部品事業を中核にグローバル展開を進め、安定した事業基盤を構築してきた一方、資
本効率や収益性の面では、なお改善の余地があるとの認識のもと、企業価値の持続的向上に向け、事業構
造そのものを進化させる必要性を強く認識しております。こうした課題認識のもと、当社は2026年５月
13日に中期経営計画「バリュークリエーション28」（以下「ＶＣ28」といいます。）を公表しました。
「ＶＣ28」では、以下の基本方針に基づいた施策を通じて、収益性・資本効率の改善と、持続的な成長
投資を両立させ、ＰＢＲ1.0倍を見据えた企業価値向上を目指しており、「ＶＣ28」の最終年度（2029年
３月期）において、連結売上高500億円、営業利益34億円、営業利益率6.8％、ＲＯＥ8.0％以上、ＲＯ
ＩＣ10.0％の経営目標を掲げております。

・既存事業(金型部品事業)における特注品特化と生産性向上による安定したキャッシュ総出力の強化
・自動化・省力化ニーズを背景としたＦＡ事業の育成・拡大による第２の収益性の確立
・Ｒ＆Ｄ及び新規事業への取組みを通じた中長期的成長機会の創出
・ＤＸ推進による業務効率化と固定費構造改革
・ＲＯＩＣを中核指標とした資本効率を重視する経営の徹底

　その上で、「Vision60」において当社グループが2034年に目指す姿は、パーパスとパンチスピリット
を実践する中で具現化し、事業構造・組織・経営基盤のすべてにおいて進化した企業グループとなってい
る状態です。
　具体的には、金型部品事業では、資本業務提携の効果最大化や営業・製造の更なる連携を通じて、高付
加価値な特注品を中心に安定した収益力を維持・向上させることを目指します。一方で、ＦＡ事業及び新
事業においては、Ｍ＆ＡやＲ＆Ｄを積極的に活用し、金型部品事業で培った技術力・生産力・顧客基盤を
応用することで、新たな成長エンジンの確立を図ります。
　また、「Vision60」に基づく当社グループの成長戦略は、「重点経営課題への対応」と「経営基盤の強
化」を両輪として展開されます。
　重点経営課題としては、高スピードで進む技術革新への対応、労働人口減少や国内市場の成長鈍化への
対応、さらには国際社会情勢や環境意識の変化への対応が挙げられます。これらに対し、当社グループ
は、既存事業の枠組みにとらわれないＲ＆Ｄの強化、ＦＡ事業の拡大による自動化・省力化需要への対
応、新業種・新地域の開拓、ならびにＭ＆Ａやスタートアップ企業との連携等による事業領域の拡張を進
めてまいります。
　経営基盤の強化においては、金型部品事業を基盤とした収益性の改善、グローバルでの生産・販売体制
の最適化、人財育成・技能継承を含む人的資本経営の推進、サステナビリティ及びガバナンス体制の強化
を重視しております。特に、パンチスピリットを体現する人財の育成と、挑戦を後押しする組織風土の醸
成は、「Vision60」達成に不可欠な経営基盤であると位置付けております。
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　当社グループは、このような中期経営計画に基づく一連の取組みを着実に実行することにより、環境変
化に左右されにくい持続的な企業価値創造を実現し、ひいては株主共同の利益の確保・向上を図ってまい
ります。

② コーポレートガバナンス強化による取組み
　当社は、法令を遵守し誠実に社会的責任を果たすとともに、経営の健全性及び透明性を高め、株主や顧
客をはじめとするすべてのステークホルダーにとっての利益を守り、当社の持続的な成長及び中長期的な
企業価値の向上を図るため、コーポレートガバナンスの基本方針として、(i)株主の権利・平等性の確保、
(ii)株主を含む全ステークスホルダーとの適切な共働、(iii)適切な情報開示による透明性の確保、(iv)取締
役会による業務執行の監督、及び(v)株主との建設的な対話を定めております。
　その上で、上記基本方針を実践するためには、コーポレートガバナンスの確立が最重要課題と認識し、
指名・報酬委員会の設置、取締役会の実効性評価、執行役員制度の強化、取締役会議長の社外取締役への
変更、譲渡制限付株式報酬の導入をはじめとした役員報酬制度の整備等、コーポレートガバナンスの強化
に取組んでおり、取締役会の監督機能を一層強化するため、2021年６月23日開催の第47回定時株主総
会の決議に基づき、監査役会設置会社から監査等委員会設置会社に移行しております。
　これらの施策に加え、当社は、経営環境の変化や資本市場からの要請を踏まえ、取締役会の構成や運
営、役員選解任の在り方等について定期的な検証と見直しを行い、ガバナンス体制の実効性向上に継続的
に取組んでおります。

③ 株主との建設的な対話に関する方針
　当社は、株主・投資家の皆様との建設的な対話をより一層強化することを目的として、株主・投資家の
皆様と平等かつ公正な対話を行っております。当社は、こうした建設的な対話を実現するため、ＩＲ専任
部署を設置するとともに、決算説明会や会社説明会の開催に加え、ＩＲイベントへの積極的な参加、国内
外の投資家の皆様との個別ミーティングやスモールミーティングの実施を通じて、コミュニケーションの
一層の充実に継続的に取り組んでおります。今後も、このような取り組みを通じて、株主・投資家の皆様
との対話の質の向上を図り、建設的な対話を継続してまいります。

３.　基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止す
るための取組みの内容の概要

　当社は、2023年５月13日開催の取締役会において、当社株券等の大規模買付行為等に関する対応策
（買収防衛策）（以下、「現プラン」といいます。）を導入し、2026年５月13日開催の当社取締役会にお
いて、現プランの一部を改訂した上で更新することを決議しております（継続後の買収への対応方針を、
以下「本プラン」といいます）。

① 本プランの目的
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　当社は、上記１．のとおり、買付者等に対して、場合によっては何らかの措置を講ずる必要が生じ得る
ものと考えておりますが、上場会社である以上、買付者等に対して株式を売却するか否かの判断や、買付
者等に対して会社の経営を委ねることの是非に関する最終的な判断は、基本的には、個々の株主の皆様の
ご意思に委ねられるべきものであると考えております。
　しかしながら、当社取締役会は、基本方針に定めるとおり、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に
資さない当社株式の大規模買付行為等を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として
不適切であると考えています。本プランは、こうした不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決
定が支配されることを防止し、当社の企業価値・株主共同の利益に反する当社株券等の大規模買付行為等
を抑止するために、当社株券等に対する大規模買付行為等が行われる際に当該大規模買付行為等を行おう
とする者が遵守すべきルールを策定するとともに、一定の場合には当社が対抗措置をとることによって、
大規模買付行為等を行おうとする者に損害が発生する可能性があることを明らかにし、これらを適切に開
示することにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない当社株券等の大規模買付行為等を
行おうとする者に対して、警告を行うこと等を目的としております。
　なお、本プランによる買収への対応方針の継続決定に当たり、当社は、経済産業省に設置された企業価
値研究会が2005年５月27日に公表した「企業価値・株主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛策
に関する指針」の内容、同研究会が2008年６月30日に公表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防
衛策の在り方」、経済産業省が2023年８月31日に公表した「企業買収における行動指針－企業価値の向
上と株主利益の確保に向けて－」並びに東京証券取引所が2015年６月１日に導入し、2018年６月１日
及び2021年６月11日にそれぞれ改訂された「コーポレートガバナンス・コード」の「原則1-5.いわゆる
買収防衛策」等の買収への対応方針に関する議論を踏まえつつ、透明性・流通市場への影響等も含め総合
的に検討し、その結果として、本プランにより買収への対応方針を継続することが最善の選択であるとの
判断に至ったものです。
　加えて、当社は時価総額が比較的小さいことから、大規模買付行為等に該当する基準を20％のままと
した場合、当社株券等の買集めが短期間で進行する可能性があり、買集めが短期間で進行した場合、株主
の皆様が十分な情報と時間をもって判断できる環境を確保できないおそれがあります。
　本プランは、こうした変化を踏まえ、社会・経済情勢の変化や買収への対応方針を巡る様々な動向や議
論の進展等を考慮し、企業価値及び株主共同の利益を守る観点から、より早い段階で買付者等による買集
めの目的等を精査することを可能とすることを目的としています。

② 本プランの概要
　本プランは、当社株券等の大規模買付行為等を行おうとする者が現れた際に、買付者等に事前の情報提
供を求める等、上記目的を実現するために必要な手続を定めています。また、買付者等は、本プランに係
る手続が開始された場合には、当社取締役会又は株主総会において本プランの発動をしない旨の決議がな
されるまでの間、買収を実行してはならないものとされています。
　買付者等が本プランにおいて定められた手続に従わない場合や当社株券等の大規模買付行為等が当社の
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企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれがある場合等で、本プラン所定の発動要件を満たす場
合には、当社は、買付者等による権利行使は原則として認められないとの行使条件及び当社が買付者等以
外の者から当社株式と引換えに新株予約権を取得できる旨の取得条項等が付された新株予約権を、その時
点の当社を除く全ての株主に対して新株予約権無償割当ての方法により割り当てる等の対抗措置をとるこ
とができるものとします。
　本プランに従って新株予約権の無償割当てがなされ、その行使又は当社による取得に伴って買収者等以
外の株主に当社株式が交付された場合には、買付者等の有する当社の議決権割合は希釈化される可能性が
あります。当社は、本プランに従った新株予約権の無償割当ての実施、不実施又は取得等の当社取締役会
の判断については、取締役の恣意的判断を排するため、当社経営陣からの独立性を有する当社社外取締役
又は社外の有識者等の中の３名以上から構成される独立委員会の客観的な判断を経ることとしています。
　また、当社取締役会は、これに加えて、本プラン所定の場合には、株主総会を招集し、株主の意思を確
認することがあります。
　更に、こうした手続の過程については、株主への情報開示を通じてその透明性を確保することとしてい
ます。
　なお、本プランの有効期間は2026年３月31日に終了する事業年度に関する定時株主総会の終結の時ま
でとします。ただし、その有効期間の満了前であっても、当社株主総会又は取締役会により本プランを廃
止する旨の決議が行われた場合には、本プランは当該決議に従い廃止されるものとします。

４.　具体的取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由
　当社の中長期的経営計画の取組みは、当社の企業価値・株主共同の利益を確保・向上するための具体的
取組みとして策定されたものであり、１．の基本方針に沿うものです。
　また、本プランは当社株券等に関する買付等が行われた際に、当社の企業価値・株主共同の利益を確保
することを目的としており１．の基本方針に沿うものです。
　特に本プランは、経済産業省及び法務省が2005年５月27日に発表した企業価値・株主共同の利益の確
保又は向上のための買収防衛策に関する指針の定める三原則を充足しています。
　また、本対応策は、東京証券取引所が2015年６月１日に導入し、2018年６月１日及び2021年６月
11日にそれぞれ改訂された「コーポレートガバナンス・コード」の「原則1-5.いわゆる買収防衛策」及
び経済産業省が2023年８月31日付けで公表した「企業買収における行動指針―企業価値の向上と株主利
益の確保に向けて」の定めを勘案したものとなっております。その結果として、本プランを継続すること
が最善の選択であるとの判断に至ったものです。加えて、本プランが株主総会において株主のご承認を得
られなかった場合には、本プランは2026年６月開催の定時株主総会の終結時をもって失効されること、
一定の場合に本プランの発動の是非について、株主意思確認総会において株主の意思を確認する仕組みが
設けられていること等、株主の意思を重視するものとなっております。
　また、これらに加え、当社経営陣から独立性を有する当社社外取締役又は社外の有識者等から構成され
る独立委員会による勧告を必ず経ることとされていること、独立委員会の判断が当社の企業価値・株主共
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同の利益の確保・向上に資するようになされることを確保するために、当社の費用で外部専門家の助言を
受けることができるものとされていること、本プランの発動に関して客観的な要件が設定されていること
等により、その判断の公正性・客観性が担保されております。
　したがって、本プランは当社の企業価値・株主共同の利益に資するものであって、当社の会社役員の地
位の維持を目的とするものではありません。

本プランの詳細につきましては、当社ウェブサイト
（https://www.punch.co.jp/news/upload/20260513_ir_news_5.pdf）をご覧ください。
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剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題の一つとして認識し、将来の事業展開と経営体
質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定的・継続的かつ連結業績への連動性を意識した利益
配分とすることを基本に、配当は「連結配当性向30％以上、かつ株主資本配当率（DＯE）３％以上」を
指標として、財政状態や資金需要等を総合的に勘案したうえで決定し、自己株式取得は、財政状態や株価
等の市場環境の動向を踏まえ、必要に応じて機動的に実施することを基本方針としております。
　当社は、機動的な剰余金の配当等を行うことを可能とするため、法令に別段の定めがある場合を除き、
株主総会の決議によらず、取締役会の決議によって配当を行うことができる旨を定款に定めており、剰余
金の配当は、中間配当及び期末配当の年２回を基本としておりますが、期末配当については定時株主総会
の決議により決定することを原則としております。
　この配当方針に基づき当期の期末配当金につきましては、１株当たり10円43銭を提案させていただきま
す。これにより中間配当金９円13銭と合わせて、当期の年間配当金は１株当たり19円56銭となります。
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連結株主資本等変動計算書

連結株主資本等変動計算書（2025年４月１日から2026年３月31日まで） （単位：百万円）

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

2 0 2 5年４月１日　残高 4,040 3,601 9,360 △53 16,949
連結会計年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △519 △519
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 851 851

自 己 株 式 の 処 分 △2 12 10
非支配株主との取引に係る
親 会 社 の 持 分 変 動 4 4
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連結会計年度中の変動額（純額）
連結会計年度中の変動額合計 － 2 331 12 346
2026年３月31日　残高 4,040 3,604 9,692 △40 17,296

その他の包括利益累計額
新株
予約権

非支配
株主持分

純資産
合計

その他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

2 0 2 5 年４月１日　残高 △20 4,915 160 5,054 5 27 22,038
連結会計年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △519
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 851

自 己 株 式 の 処 分 10
非支配株主のと取引に係る
親 会 社 の 持 分 変 動 4
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連結会計年度中の変動額（純額） 62 662 △2 722 △27 694

連結会計年度中の変動額合計 62 662 △2 722 － △27 1,041
2 0 2 6年３月31日　残高 41 5,578 158 5,777 5 － 23,079
(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

１ 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

① 連結子会社の数 14社
主要な連結子会社の名称 盤起工業（大連）有限公司

会社名 決算日
盤起工業（大連）有限公司 12月31日
盤起工業（瓦房店）有限公司 12月31日
盤起工業（無錫）有限公司 12月31日
盤起工業（東莞）有限公司 12月31日
盤起弾簧（大連）有限公司 12月31日
PUNCH INDUSTRY MALAYSIA SDN. BHD. 12月31日
PUNCH INDUSTRY SINGAPORE PTE. LTD. 12月31日
PUNCH INDUSTRY VIETNAM CO. LTD. 12月31日
PT. PUNCH INDUSTRY INDONESIA 12月31日
PUNCH INDUSTRY SALES MALAYSIA SDN. BHD. 12月31日
PUNCH INDUSTRY MANUFACTURING VIETNAM CO. LTD. 12月31日
PUNCH INDUSTRY USA INC. 12月31日

連結注記表

(１) 連結の範囲に関する事項

②　連結範囲の変更
　当連結会計年度より、BRIGHT MACHINE TOOLS SDN. BHD.の全株式を取得したため、連結の範囲に含めてお
ります。
　なお、2026年１月１日付で同社をPUNCH INDUSTRY SALES MALAYSIA SDN. BHD. へ社名変更しておりま
す。

③ 非連結子会社の名称等
　該当事項はありません。

(２) 持分法の適用に関する事項
① 持分法適用の非連結子会社及び関連会社の数

　該当事項はありません。
② 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社等の名称

　該当事項はありません。

(３) 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の決算日が連結決算日と異なる会社は次のとおりであります。

　連結計算書類の作成に当たっては、上記決算日現在の計算書類を使用しております。ただし、１月１日から連結決
算日３月31日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。
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連結注記表

・市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定）を採用しております。

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法を採用しております。
ロ. デリバティブ 時価法を採用しております。

・製品
　（受注生産品） 個別法を採用しております。
　（見込生産品） 総平均法を採用しております。
・商品、原材料 総平均法を採用しております。
・仕掛品 個別法を採用しております。
・貯蔵品 最終仕入原価法を採用しております。

イ. 有形固定資産
（リース資産及び使用権資産を除く）

当社及び国内連結子会社は定率法を、また、在外連結子会社は主とし
て定額法を採用しております。
ただし、当社及び国内連結子会社が1998年４月１日以降に取得した建
物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物
附属設備及び構築物については定額法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 ３～35年
機械装置及び運搬具 ２～12年
工具、器具及び備品 ２～20年

ロ. 無形固定資産
（リース資産及び使用権資産を除く）

定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期
間（５年）に基づく定額法によっております。
その他の無形固定資産については、主に定額法（10年）を採用してお
ります。

・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用して
おります。

・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
主に資産の見積耐用年数を償却年数とし、残存価額を零とする定額法
を採用しております。

(４) 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ. 有価証券
その他有価証券

ハ. 棚卸資産
評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用しておりま
す。

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法

ハ. リース資産
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連結注記表

・使用権資産
資産の耐用年数またはリース期間のうちいずれか短い期間に基づく定
額法を採用しております。
なお、一部の海外関係会社については、国際財務報告基準に基づき連
結計算書類を作成し、「リース」（IFRS第16号）を適用しています。
これにより、リースの借手については、原則としてすべてのリースを
連結貸借対照表に資産及び負債として計上しています。

イ. 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率
により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘
案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ. 賞与引当金 従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち、当連結
会計年度負担分を計上しております。

ニ. 使用権資産

③ 重要な引当金の計上基準

④ 重要な収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該

履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりです。
当社及び連結子会社では、金型部品を製造販売及び仕入れ販売しております。これらの商品及び製品は、顧客と

の契約に基づき約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点が契約の履行義務の充足時期であり、顧客に
商品及び製品を引き渡した時点で収益を認識しております。
　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品及び製品の国内
の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合に
は、出荷時に収益を認識しております。

⑤ 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま
す。なお、在外連結子会社等の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中
平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めて計上
しております。

⑥ のれんの償却方法及び償却期間
　のれんの償却については、超過収益力の発現期間を見積もった上で４年～10年の期間で均等償却を行うこととし
ております。ただし、のれんの金額に重要性が乏しい場合には、当該のれんが生じた連結会計年度の費用として処
理することとしております。
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連結注記表

イ. 退職給付に係る会計処理の方法 従業員の退職給付に備えるため、当社は当連結会計年度末における見
込額に基づき、退職給付債務から年金資産を控除した額を計上してお
ります。また、一部の連結子会社は、退職による期末要支給額を退職
給付債務として計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末ま
での期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっており
ます。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の
翌連結会計年度から費用処理しております。
過去勤務費用は、その発生時の連結会計年度において全額費用処理し
ております。
未認識数理計算上の差異については、税効果を調整のうえ、純資産の
部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計
上しております。

⑦ その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
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連結注記表

２ 表示方法の変更に関する注記
（連結貸借対照表）
　前連結会計年度において流動負債の「その他」に含めておりました「未払費用」は金額的重要性が増したため、当連
結会計年度より独立掲記することとしました。
　なお、前連結会計年度の「未払費用」は1,470百万円であります。

（連結損益計算書）
　前連結会計年度において独立掲記しておりました営業外収益の「補助金収入」（当連結会計年度は21百万円）は金額
的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度においては営業外収益の「その他」に含めて表示しております。

　前連結会計年度において営業外費用の「その他」に含めておりました「支払手数料」は金額的重要性が増したため、
当連結会計年度より独立掲記することとしました。
　なお、前連結会計年度の「支払手数料」は7百万円であります。
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連結注記表

３ 会計上の見積りに関する注記
当社グループは連結計算書類の作成にあたり、資産及び負債や収益及び費用等の額に不確実性がある場合において、

連結計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて、その合理的な金額を算出しております。当社グループの連結計算書
類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌年度の連結計算書類に重要な影響を及ぼすリスクがある項目
は以下のとおりであります。

１. 固定資産の減損
(1) 当年度の連結計算書類に計上した金額

固定資産減損損失額　　　　185百万円
有形固定資産（単体）　　1,396百万円
無形固定資産（単体）　　　  10百万円

(2) 会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
① 算出方法

当社グループは、原則として資産又は資産グループについては連結会計年度末日もしくは連結子会社の決算日にお
いて、減損の兆候について評価を行っております。当社グループは減損の兆候が存在するかどうかを評価するために
内部及び外部の情報源を検討しております。減損の兆候のいくつかは、当社グループが事業を行う又はその資産を利
用する市場における技術、市場、経済又は法的環境における陳腐化や悪影響のある著しい変化であります。減損の兆
候がある資産又は資産グループについて、当該資産又は資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローを
見積り、その総額がこれらの帳簿価額を下回っている場合には、減損損失を認識しております。減損損失を認識すべ
きであると判定された資産又は資産グループについては、減損損失の範囲を決定するために回収可能価額を見積もっ
ており、回収可能価額は、正味売却価額と使用価値のいずれか高い金額となります。

当社は、当年度において、当社の宮古工場、兵庫工場及び全社共用資産において、185百万円の減損損失を計上
し、帳簿価額を1,407百万円まで切り下げました。減損損失の測定にあたっては、回収可能価額として専門家による
北上工場、宮古工場及び兵庫工場の不動産鑑定評価等に基づく「正味売却価額」を用いております。 不動産の評価
は、鑑定評価の基本的事項の確定、対象不動産の物的確認および権利の態様の確認、価格形成要因の分析、鑑定評価
の手法の適用や鑑定評価額の決定等に基づき算定しております。

② 主要な仮定
正味売却価額は、専門家による不動産鑑定評価等に基づいており、不動産鑑定評価の算定における主要な仮定は、

土地の取引事例等に基づく比準価格及び建物の再調達原価等であります。
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③ 翌年度の連結計算書類に与える影響
正味売却価額である不動産鑑定評価額が下落した場合には、追加で減損損失を認識する可能性があります。また、

当社グループが事業を行う又はその資産を利用する市場における技術、市場、経済又は法的環境における陳腐化や悪
影響のある著しい変化により、今後、減損損失を認識する可能性があります。

２. のれんの減損損失
(1) 当年度の連結計算書類に計上した金額

のれん減損損失額　　331百万円
のれん　　　　　　　  92百万円

(2) 会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
① 算出方法

当社グループは、原則として資産又は資産グループについては連結会計年度末日もしくは連結子会社の決算日にお
いて、減損の兆候について評価を行っております。当社グループは減損の兆候が存在するかどうかを評価するために
内部及び外部の情報源を検討しております。減損の兆候のいくつかは、当社グループが事業を行う又はその資産を利
用する市場における技術、市場、経済又は法的環境における陳腐化や悪影響のある著しい変化であります。減損の兆
候がある資産又は資産グループについて、当該資産又は資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローを
見積り、その総額がこれらの帳簿価額を下回っている場合には、減損損失を認識しております。減損損失を認識すべ
きであると判定された資産又は資産グループについては、減損損失の範囲を決定するために回収可能価額を見積もっ
ており、回収可能価額は、正味売却価額と使用価値のいずれか高い金額となります。

当社は、当年度において、当社連結子会社の株式会社ＡＳＣｅに関するのれんについて、減損損失331百万円を計
上しました。減損損失の測定にあたっては、割引後将来キャッシュ・フローに基づく「使用価値」を用いておりま
す。

② 主要な仮定
使用価値は、当該期間にわたる売上総利益の変動、成長率および割引率であり、成長率はこれらの資金生成単位グ

ループが属する国の名目GDP成長率予測や長期の平均成長率等を勘案して決定しております。

③ 翌年度の連結計算書類に与える影響
使用価値である割引後将来キャッシュ・フローが下落した場合には、追加で減損損失を認識する可能性がありま

す。また、当社グループが事業を行う又はその資産を利用する市場における技術、市場、経済又は法的環境における
陳腐化や悪影響のある著しい変化により、今後、減損損失を認識する可能性があります。
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３. 繰延税金資産の回収可能性
(1) 当年度の連結計算書類に計上した金額

繰延税金資産（単体）　　－百万円

(2) 会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
① 算出方法

当社グループは、連結貸借対照表上の資産及び負債の金額と課税所得計算上の資産及び負債の金額との差異である
一時差異及び税務上の繰越欠損金等について、繰延税金資産及び負債を認識しております。繰延税金資産及び負債
は、期末日時点において制定されている、又は実質的に制定されている税率及び税法に基づいて、資産が実現する期
又は負債が決済される期に適用されると予想される税率を用いて算定しております。将来減算一時差異及び税務上の
繰越欠損金に係る繰延税金資産は、将来の一時差異等加減算前課税所得の見積額及び将来加算一時差異の解消見込額
と相殺され、税金負担額を軽減できると認められる範囲内で認識しております。

収益力に基づく一時差異等加減算前課税所得等に基づいて繰延税金資産の回収可能性を判断する際には、「繰延税
金資産の回収可能性に関する適用指針」に示された要件に基づき分類し、当該分類に応じて、回収が見込まれる繰延
税金資産の計上額を決定しております。

② 主要な仮定
将来の課税所得の見積りは、当社グループの経営者により承認された事業計画に基づき算定しており、当社経営者

の主観的な判断及び見積りを伴います。当社は、当年度末において、将来の事業計画に基づく課税所得の発生が見込
めないため繰延税金資産は全額回収不能と判断しております。また当社以外の重要な納税主体については、それらの
将来課税所得の範囲内で回収可能な繰延税金資産を計上しております。

③ 翌年度の連結計算書類に与える影響
将来の課税所得の見積りに対する何らかの調整や将来の税法の改正は、繰延税金資産の額に重要な影響を与える可

能性があります。
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４ 連結貸借対照表に関する注記

建物及び構築物 111百万円
土地 177百万円
　計 288百万円

長期借入金 850百万円

(２) 有形固定資産の減価償却累計額 23,159百万円

建物及び構築物 60百万円
機械装置及び運搬具 107百万円
工具、器具及び備品 5百万円
無形固定資産（その他） 4百万円
　計 178百万円

(４) 譲渡済手形債権買戻義務 80百万円
（債権流動化による受取手形の譲渡高） （451百万円）

(１) 担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産

② 担保に係る債務

(注) 長期借入金には１年内返済予定の長期借入金が含まれております。

(３) 取得価額から控除されている国庫補助金等の圧縮記帳額
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貸出コミットメントの総額 2,400百万円
借入実行残高 1,800百万円
未実行残高 600百万円

極度額 2,000百万円
発生済残高 1百万円
未使用残高 1,998百万円

(５) 財務制限条項
　当社は一部の借入金について、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と財務制限条項が付されたローン
契約等を締結しております。契約及び財務制限条項の内容は次のとおりであります。

　シンジケート方式によるコミットメントライン契約（円建分）

　上記の契約の借入実行残高については、以下のとおり財務制限条項が付されており、いずれかに抵触した場合、
当社は借入先からの通知により、期限の利益を喪失し、当該借入金を返済する義務を負っております。なお、当連
結会計年度末において、財務制限条項に抵触している事実はありません。
イ．当社の当連結会計年度末における株主資本合計の金額が、前連結会計年度末の株主資本合計の金額の75％を下
回らないこと。
ロ．当社の連結損益計算書において、２期連続経常損失を計上しないこと。

なお、2017年６月21日締結の電子記録債権決済サービス利用契約に下記の条項が付されております。
　電子記録債権決済サービス利用契約

　上記の発生済残高の内、割引譲渡された電子記録債権について以下のとおり財務制限条項が付されており、いず
れかに抵触した場合且つ契約先から期日前請求があった場合、当社は当該請求に対し支払義務を負っております。
なお、当連結会計年度末において、財務制限条項に抵触している事実はありません。
イ．当社の当連結会計年度末における株主資本合計の金額が、前連結会計年度末又は第42期（2016年３月期）末
の株主資本合計の金額のいずれか大きい方の75％を下回らないこと。
ロ．当社の連結損益計算書において、２期連続経常損失を計上しないこと。
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５ 連結損益計算書に関する注記
(１) 一般管理費に含まれる研究開発費 584百万円

用途 種類 会社名 場所 減損損失

事業用資産
共用資産

建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具、器具及び備品

有形固定資産（その他）
無形固定資産（その他）

長期前払費用

パンチ工業株式会社
宮古工場
兵庫工場
東京本社

39百万円
40百万円
31百万円
19百万円
52百万円
1百万円

用途 種類 会社名 場所 減損損失

その他 のれん 株式会社ＡＳＣｅ 北海道札幌市 331百万円

(２) 固定資産減損損失
当連結会計年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

当社グループは、原則として事業用資産については管理会計上の区分を基礎として製造工程、地域性、投資の意思決
定単位等を加味してグルーピングを行っており、本社等の事業用資産については、共用資産としております。

当社宮古工場、兵庫工場及び東京本社について、収益性低下により投資額の回収が困難と見込まれるため、帳簿価額
を回収可能価額まで減額し当該減少額を減損損失として特別損失に185百万円計上しております。

当社の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、正味売却価額については専門家による鑑定評価等に基づい
ております。

(3) のれん減損損失
当連結会計年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

当社が2022年10月に株式を取得した株式会社ＡＳＣｅにおいて、当初策定した事業計画を下回って業績が推移して
いたことから事業計画を見直し、のれんの回収可能価額を検討した結果、のれんの減損損失331百万円を計上いたしま
した。

回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、回収可能価額を見直した結果、回収可能価額を零として評価し
ております。
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６ 連結株主資本等変動計算書に関する注記

株式の種類 当連結会計年度期首の株式数（株） 当連結会計年度増加株式数（株） 当連結会計年度減少株式数（株） 当連結会計年度末の株式数（株）
普 通 株 式 27,622,400 － － 27,622,400

株式の種類 当連結会計年度期首の株式数（株） 当連結会計年度増加株式数（株） 当連結会計年度減少株式数（株） 当連結会計年度末の株式数（株）
普　通　株　式（注） 110,336 2,474 26,529 86,281

決議 株式の種類 配当金の総額（百万円） １株当たり配当額（円） 基準日 効力発生日
2025年６月24日
定 時 株 主 総 会 普 通 株 式 268 9.76 2025年３月31日 2025年６月25日

2025年11月12日
取 締 役 会 普 通 株 式 251 9.13 2025年9月30日 2025年12月12日

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額（百万円） １株当たり配当額（円） 基準日 効力発生日
2026年６月23日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 287 10.43 2026年３月31日 2026年６月24日

(１) 発行済株式の種類及び総数に関する事項

(２) 自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）自己株式の数の増加は、役員及び従業員に対する譲渡制限付株式報酬の無償取得による増加2,474株でありま
す。自己株式の数の減少は、役員に対する譲渡制限付株式報酬の付与による減少26,529株であります。

(３) 剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの
　次のとおり決議を予定しております。
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内訳
新株予約権の
目的となる
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計
年度末残高
（百万円）当連結会計

年度期首 増加 減少 当連結会計
年度末

2016年
新株予約権 普通株式 3,800 － － 3,800 0
2017年
新株予約権 普通株式 2,600 － － 2,600 1
2018年
新株予約権 普通株式 4,000 － － 4,000 3

(４) 新株予約権に関する事項
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７ 金融商品に関する注記
(１) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、設備投資計画等に照らして、必要な資金（主に銀行借入）を調達しております。一時的な余資
は主に流動性の高い金融資産で運用し、また、運転資金を銀行借入により調達しております。デリバティブは、後
述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金、貸付金は、顧客及び貸付先の信用リスクに晒されております。また、当社
が海外で事業を行うにあたり生じる営業債権は、為替の変動リスクを回避するため、円建てとすることを原則と
し、一部については先物為替予約を利用しております。
　投資有価証券は、主に事業上の関係を有する企業の株式であります。上場株式については市場価格の変動リスク
に晒されておりますが、四半期毎に時価の把握を行っており、非上場株式については定期的に財務状況を把握して
おります。
　営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、そのほとんどが５ヶ月以内の支払期日であります。営業
債権と同様、海外の取引先に対しても円建て取引を原則とし、為替の変動リスクを回避しております。
　借入金は、主に運転資金及び設備投資等に係る資金調達を目的としたものであり、返済日は最長で決算日後約２
年であります。このうち短期のものの一部は、金利の変動リスクに晒されておりますが、長期のものについては、
固定金利とすることにより、金利の変動リスクを回避しております。
　デリバティブ取引は、外貨建ての営業債権債務及び外貨建金銭債権債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジ
を目的とした先物為替予約であります。
　在外連結子会社の一部においては、売掛金等の外貨建営業債権、買掛金等の外貨建営業債務、借入金等の外貨建
金銭債務を有しており、為替の変動リスクに晒されております。これについては、取引通貨の分散等の方法によ
り、リスクの回避を図っております。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
イ. 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社グループは、債権管理規程等に従い、営業債権等について、営業推進部等が主要な取引先の状況を定期的
にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早
期把握や軽減を図っております。
　デリバティブ取引については、取引相手先を高格付を有する金融機関に限定しているため信用リスクはほとん
どないと認識しております。
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連結貸借対照表計上額（百万円） 時価（百万円） 差額（百万円）
投資有価証券

　　その他有価証券 1,328 1,328 －
長期借入金

(１年内返済予定の長期借入金を含む) 1,283 1,301 17

デリバティブ取引 （11） （11） －

ロ. 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　当社は、営業債権債務等について円建てを原則とし、一部については先物為替予約を利用することにより、為
替の変動リスクを回避しております。また、長期借入金に係る支払金利を固定金利としているため、金利の変動
リスクのほとんどを回避しております。
　投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況を把握しております。
　デリバティブ取引の執行・管理については、デリバティブ取引規程に従い、担当部署が決裁担当者の承認を得
て行うよう定めております。
　なお、連結子会社においては、売掛金等の外貨建営業債権、買掛金等の外貨建営業債務、借入金等の外貨建金
銭債務を有しており、為替の変動リスク及び金利の変動リスクに晒されておりますが、取引通貨の分散やデリバ
ティブ取引により為替及び金利の変動リスクの最小化を図っております。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれ
ております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することによ
り、当該価額が変動することがあります。また、デリバティブ取引に関する契約額等については、その金額自体が
デリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。

(２) 金融商品の時価等に関する事項
　2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。な
お、市場価格のない株式等は含まれておりません。

(注)１.「現金及び預金」、「受取手形」、「売掛金」、「支払手形及び買掛金」及び「短期借入金」については、現
金及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。
(注)２.デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ
いては（　）で示しております。
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区分
時価

レベル1 レベル2 レベル3 合計
投資有価証券

　　その他有価証券
1,328 － － 1,328

デリバティブ取引 － △11 － △11

(3) 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つのレベルに分類して
おります。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対

象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るイン

プットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレ
ベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

①　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
当連結会計年度（2026年３月31日）

（単位：百万円）
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区分
時価

レベル1 レベル2 レベル3 合計
長期借入金

(１年内返済予定の長期借入金を含む)
－ 1,283 － 1,283

②　時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
当連結会計年度（2026年３月31日）

（単位：百万円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル
１の時価に分類しております。

デリバティブ取引
為替予約の時価は、為替レート等の観察可能な市場データを利用して、割引現在価値法等により公正価格を評価し

ております。

長期借入金
長期借入金のうち、変動金利によるものの時価は短期間で市場金利を反映し、また当社の信用状態は実行後大きく

異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっており、レベル２
の時価に分類しております。

また固定金利によるものの時価は、一定の期間ごとに区分した当該長期借入金の元利金の合計額を同様の新規借入
を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定し、レベル２の時価に分類しております。
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区分 取引の種類 契約金額
（百万円）

契約額等の
うち1年超
（百万円）

時価
（百万円）

評価損益
（百万円）

市 場 取 引 以 外 の 取 引
為替予約取引

売建
人民元 1,388 － △11 △11

　　　　　　　　　合計 1,388 － △11 △11

区分 連結貸借対照表計上額（百万円）
非 上 場 株 式 0

１年以内
（百万円）

１年超５年以内
（百万円）

５年超10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

現 金 及 び 預 金 6,641 － － －
受 取 手 形 2,301 － － －
売 掛 金 10,530 － － －
合 計 19,474 － － －

１年以内
（百万円）

１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短 期 借 入 金 1,800 － － － － －

長 期 借 入 金
(１年内返済予定の長期借入金を含む) 851 432 － － － －

合 計 2,651 432 － － － －

デリバティブ取引
 ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

通貨関連

１. 市場価格のない株式等

２. 金銭債権の連結決算日後の償還予定額

３. 短期借入金及び長期借入金の連結決算日後の返済予定額
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８ 収益認識に関する注記

当連結会計年度
（自　2025年４月１日
至　2026年３月31日）

日本
中国
東南アジア（インド含む）
欧米他地域

11,016
24,903
2,041
4,139

合計 42,100

当連結会計年度
（自　2025年４月１日
至　2026年３月31日）

契約負債（期首残高） 84百万円
契約負債（期末残高） 84百万円

１.  顧客との契約から生じる収益を分解した情報
当社グループの売上高は、顧客との契約から認識された収益であり、主たる地域市場別に分化した場合の内訳

は以下のとおりです。                                                                  （単位：百万円）

（注）売上高は顧客の所在地を基礎として、国又は地域に分類しております。

２.  顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は「１.連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記 

(４)会計方針に関する事項 ④重要な収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、注記を省略し
ております。

３.  当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
（1）契約資産及び契約負債の残高等

（注）契約資産は残高がありません。契約負債は前受金であり、流動負債（その他）に含めております。
なお、当期に認識した収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は84百万円であります。

（2）残存履行義務に配分した取引価格
該当事項はありません。
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９ 企業結合等関係に関する注記
取得による企業結合
　当社は、2025年10月10日開催の取締役会において、BRIGHT MACHINE TOOLS SDN. BHD. （以下、ＢＭＴ）の
全株式を取得し子会社化することについて決議し、2025年12月19日付で株式を取得したことにより子会社化しまし
た。
（１）企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業の内容
　被取得企業の名称：BRIGHT MACHINE TOOLS SDN. BHD.
　事業の内容　　　：金型関連部品販売
②企業結合を行った主な理由

当社グループは、「ものづくりによる信頼、真摯な技術、自由な創造力で、次世代の豊かな未来をカタチづく
る」というパーパスの下、2025年３月に創立50周年を迎え、取り巻く環境の将来予測に基づき長期ビジョン
「Vision60」を設定し、10年後の「ありたい姿」として「脱・金型部品依存」を掲げ、事業領域の拡大を図りな
がら、絶えず変化する社会の多様なニーズに応える企業グループを目指しております。

「Vision60」では、「既存事業の持続的成長」「ＦＡ事業の拡大による成長」「Ｒ＆Ｄによる価値創出」を重点
経営課題として取組んでおりますが、このうち「既存事業の持続的成長」実現のための、東南アジア地域における
拡販戦略の一環として、今般、ＢＭＴの全株式を取得することといたしました。

ＢＭＴは、1998年に当社グループ製品の取扱開始以降、2012年にマレーシアでの販売代理店契約を締結してお
り、当社グループが得意とする精密金型部品の販売ノウハウを蓄積し、豊富な顧客数や調達力を保持しておりま
す。

当社グループによるＢＭＴ全株式の取得により、精密金型部品の需要が高く、かつ継続的な成長が見込めるマレ
ーシア国内市場において、自社リソースを更に投入することで市場プレゼンスが高まるとともに、新たな販売チャ
ネルの獲得によって顧客数並びに売上高の伸長が可能になるといったシナジー効果が見込まれることから、
「Vision60」の達成と、当社グループの中長期的な企業価値の向上に大きく寄与することが期待されます。

③企業結合日
　2025年12月19日（みなし取得日2025年12月31日）
④企業結合の法的形式
　株式取得
⑤結合後企業の名称
　2025年12月19日取得時では変更はありません。
　なお、2026年１月１日付で同社社名をPUNCH INDUSTRY SALES MALAYSIA SDN. BHD. へ変更いたしまし

た。
⑥取得した議決権比率
　100％
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⑦取得企業を決定するに至った主な根拠
　当社が現金を対価として、株式を取得したためであります。
⑧当連結会計期間に係る連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

当連結会計期間においては2025年12月31日をみなし取得日としており、かつ、連結決算日との差異が３ヵ月を
超えないことから貸借対照表のみ連結しているため、連結損益計算書に被取得企業の業績を含んでおりません。

（２）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価　現金　57百万円
（注）当該取得価額に加えて、本契約には業績の達成度合いに応じて条件付取得対価（以下、アーンアウト対

価）を当社グループが株式取得する直前の同社株式所有者に支払う条項を付与しております。アーンアウ
ト対価は、当社グループが株式取得する直前の同社株式所有者に追加的に支払われる対価であり、同社の
2026年12月期から2029年12月期における業績の達成度合いに応じて支払が行われます。このアーンア
ウト対価の導入により、本件買収に伴う当社のリスクを軽減することができます。

（３）主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリー費用等　９百万円

（４）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
①発生したのれんの金額
　92百万円
　なお、のれんの金額は取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金額です。
②発生原因
　今後の事業展開によって期待される超過収益力により発生したものであります。
③償却方法及び償却期間
　４年にわたる均等償却

（５）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
流動資産　103百万円
固定資産　　 7百万円
資産合計　111百万円
流動負債　  56百万円
固定負債　　 2百万円
負債合計　  58百万円
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10 １株当たり情報に関する注記
(１) １株当たり純資産額 837円95銭
(２) １株当たり当期純利益 30円94銭

11 重要な後発事象に関する注記

12 その他の注記

（６）企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の損益計算書に及ぼす営業の概
算額及びその算定方法（非監査情報）
重要性が乏しいため記載を省略しております。

　該当事項はありません。

　該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書（2025年４月１日から2026年３月31日まで） （単位：百万円）

株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

その他資
本剰余金

資本剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合計別途積立金 繰越利益剰余金

2025年４月１日　残高 4,040 1,587 2,014 3,601 98 210 597 906
事業年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △519 △519
当 期 純 利 益 616 616
自 己 株 式 の 処 分 △2 △2
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額（純額）
事業年度中の変動額合計 － － △2 △2 － － 96 96
2026年３月31日　残高 4,040 1,587 2,011 3,599 98 210 694 1,002

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産

合計自己株式 株主資本
合計

その他有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

2025年４月１日　残高 △53 8,496 △20 △20 5 8,481
事業年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △519 △519
当 期 純 利 益 616 616
自 己 株 式 の 処 分 12 10 10
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額（純額） 62 62 62

事業年度中の変動額合計 12 106 62 62 － 168
2026年３月31日　残高 △40 8,602 41 41 5 8,649

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

イ. 子会社株式 移動平均法による原価法を採用しております。
ロ. その他有価証券

・市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定）を採用しております。

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法を採用しております。

　デリバティブ 時価法を採用しております。

・製品
　（受注生産品） 個別法を採用しております。
　（見込生産品） 総平均法を採用しております。
・商品、原材料 総平均法を採用しております。
・仕掛品 個別法を採用しております。
・貯蔵品 最終仕入原価法を採用しております。

① 有形固定資産（リース資産を除く） 定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した
建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建
物附属設備及び構築物については定額法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ３～34年
構築物 ７～35年
機械及び装置 ２～12年
車両運搬具 ４～ 5 年
工具、器具及び備品 ２～20年

個別注記表

(１) 資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券の評価基準及び評価方法

② デリバティブ等の評価基準及び評価方法

③ 棚卸資産の評価基準及び評価方法
　評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用しておりま
す。

(２) 固定資産の減価償却の方法
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② 無形固定資産（リース資産を除く） 定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期
間（５年）に基づく定額法によっております。

③ リース資産
・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用して
おります。

・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
主に資産の見積耐用年数を償却年数とし、残存価額を零とする定額法
を採用しております。

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な
履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識
する通常の時点）は以下のとおりです。
当社では、金型部品を製造販売及び仕入れ販売しております。これら
の商品及び製品は、顧客との契約に基づき約束した財又はサービスの
支配が顧客に移転した時点が契約の履行義務の充足時期であり、顧客
に商品及び製品を引き渡した時点で収益を認識しております。
　なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代
替的な取扱いを適用し、商品及び製品の国内の販売において、出荷時
から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常
の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処
理しております。

(３) 重要な収益及び費用の計上基準

(4) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
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① 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率
により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘
案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員に対する賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当事
業年度に負担すべき額を計上しております。

③ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務
及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの
期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっておりま
す。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の
翌事業年度から費用処理しております。
過去勤務費用は、その発生時の事業年度において全額費用処理してお
ります。
未認識数理計算上の差異の未処理額の会計処理の方法は連結計算書類
における会計処理の方法と異なっております。

２ 表示方法の変更に関する注記

(5) 引当金の計上基準

（損益計算書）
　前会計年度において独立掲記しておりました営業外費用の「為替差損」（当会計年度は2百万円）は金額的重要性が
乏しくなったため、当会計年度においては営業外費用の「その他」に含めて表示しております。
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３ 会計上の見積りに関する注記
当社は計算書類の作成にあたり、資産及び負債や収益及び費用等の額に不確実性がある場合において、計算書類作成

時に入手可能な情報に基づいて、その合理的な金額を算出しております。当社の計算書類に計上した金額が会計上の見
積りによるもののうち、翌年度の計算書類に重要な影響を及ぼすリスクがある項目は以下のとおりであります。

１. 固定資産の減損
(1) 当年度の計算書類に計上した金額

減損損失額　　　　185百万円
有形固定資産　　1,396百万円
無形固定資産　　　  10百万円

(2) 会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
① 算出方法

当社は、原則として資産又は資産グループについては事業年度末日において、減損の兆候について評価を行ってお
ります。当社は減損の兆候が存在するかどうかを評価するために内部及び外部の情報源を検討しております。減損の
兆候のいくつかは、当社が事業を行う又はその資産を利用する市場における技術、市場、経済又は法的環境における
陳腐化や悪影響のある著しい変化であります。減損の兆候がある資産又は資産グループについて、当該資産又は資産
グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローを見積り、その総額がこれらの帳簿価額を下回っている場合に
は、減損損失を認識しております。減損損失を認識すべきであると判定された資産又は資産グループについては、減
損損失の範囲を決定するために回収可能価額を見積もっており、回収可能価額は、正味売却価額と使用価値のいずれ
か高い金額となります。

当社は、当年度において、当社の宮古工場、兵庫工場及び全社共用資産において、185百万円の減損損失を計上
し、帳簿価額を1,407百万円まで切り下げました。減損損失の測定にあたっては、回収可能価額として専門家による
北上工場、宮古工場及び兵庫工場の不動産鑑定評価等に基づく「正味売却価額」を用いております。不動産の評価
は、鑑定評価の基本的事項の確定、対象不動産の物的確認および権利の態様の確認、価格形成要因の分析、鑑定評価
の手法の適用や鑑定評価額の決定等に基づき算定しております。

② 主要な仮定
正味売却価額は、専門家による不動産鑑定評価等に基づいており、不動産鑑定評価の算定における主要な仮定は、

土地の取引事例等に基づく比準価格及び建物の再調達原価等であります。

③ 翌年度の計算書類に与える影響
正味売却価額である不動産鑑定評価額が下落した場合には、追加で減損損失を認識する可能性があります。
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２. 関係会社株式の評価
(1) 当年度の計算書類に計上した金額

関係会社株式評価損　　411百万円
関係会社株式　　　　2,226百万円
当年度において、当社連結子会社の株式会社ASCe株式について、411百万円の関係会社株式評価損を計上しまし

た。

(2) 会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
① 算出方法

市場価格の無い関係会社株式については、取得価額をもって貸借対照表価額としておりますが、当該株式の発行会
社の財政状態の悪化により実質価額が著しく低下した場合には、回復可能性が十分な証拠によって裏付けられる場合
を除き、相当の減額処理を行っております。

② 主要な仮定
実質価額が著しく低下した場合とは、発行会社の財政状態の悪化により、実質価額が帳簿価額に比べて50%程度

以上低下した場合と定めております。

③ 翌年度の計算書類に与える影響
上記の仮定は、将来の不確実な経済状況の変動等により、翌年度以降の関係会社株式の評価に重要な影響を及ぼす

可能性があります。
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３. 繰延税金資産の回収可能性
(1) 当年度の計算書類に計上した金額

繰延税金資産　－百万円

(2) 会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
① 算出方法

当社は、貸借対照表上の資産及び負債の金額と課税所得計算上の資産及び負債の金額との差異である一時差異及び
税務上の繰越欠損金等について、繰延税金資産及び負債を認識しております。繰延税金資産及び負債は、期末日時点
において制定されている、又は実質的に制定されている税率及び税法に基づいて、資産が実現する期又は負債が決済
される期に適用されると予想される税率を用いて算定しております。将来減算一時差異及び税務上の繰越欠損金に係
る繰延税金資産は、将来の一時差異等加減算前課税所得の見積額及び将来加算一時差異の解消見込額と相殺され、税
金負担額を軽減できると認められる範囲内で認識しております。

収益力に基づく一時差異等加減算前課税所得等に基づいて繰延税金資産の回収可能性を判断する際には、「繰延税
金資産の回収可能性に関する適用指針」に示された要件に基づき分類し、当該分類に応じて、回収が見込まれる繰延
税金資産の計上額を決定しております。

② 主要な仮定
将来の課税所得の見積りは、当社の経営者により承認された事業計画に基づき算定しており、当社経営者の主観的

な判断及び見積りを伴います。当社は、当年度末において、将来の事業計画に基づく課税所得の発生が見込めないた
め繰延税金資産は全額回収不能と判断しております。

③ 翌年度の計算書類に与える影響
将来の課税所得の見積りに対する何らかの調整や将来の税法の改正は、繰延税金資産の額に重要な影響を与える可

能性があります。
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４ 貸借対照表に関する注記

建物 111百万円
土地 177百万円
　計 288百万円

長期借入金 850百万円

(２) 有形固定資産の減価償却累計額 7,666百万円

建物 57百万円
構築物 3百万円
機械及び装置 107百万円
工具、器具及び備品 5百万円
ソフトウエア 4百万円
　計 178百万円

PUNCH INDUSTRY USA INC. 12百万円

(５) 譲渡済手形債権買戻義務 80百万円
（債権流動化による受取手形の譲渡高） （451百万円）

① 短期金銭債権 155百万円
② 短期金銭債務 245百万円

(１) 担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産

② 担保に係る債務

(注) 長期借入金には１年内返済予定の長期借入金が含まれております。

(３) 取得価額から控除されている国庫補助金等の圧縮記帳額

(４) 保証債務
　次の関係会社等について、賃借料の支払いに対し債務保証を行っております。

(６) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務の金額
　区分表示されたもの以外で当該関係会社に対する金銭債権又は金銭債務の金額は、次のとおりであります。
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貸出コミットメントの総額 2,400百万円
借入実行残高 1,800百万円
未実行残高 600百万円

極度額 2,000百万円
発生済残高 1百万円
未使用残高 1,998百万円

(７) 財務制限条項
　当社は一部の借入金について、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と財務制限条項が付されたローン
契約等を締結しております。契約及び財務制限条項の内容は次のとおりであります。

　シンジケート方式によるコミットメントライン契約（円建分）

　上記の契約の借入実行残高については、以下のとおり財務制限条項が付されており、いずれかに抵触した場合、
当社は借入先からの通知により、期限の利益を喪失し、当該借入金を返済する義務を負っております。なお、当事
業年度末において、財務制限条項に抵触している事実はありません。
イ．当社の当連結会計年度末における株主資本合計の金額が、前連結会計年度末の株主資本合計の金額の75％を下
回らないこと。
ロ．当社の連結損益計算書において、２期連続経常損失を計上しないこと。

なお、2017年６月21日締結の電子記録債権決済サービス利用契約に下記の条項が付されております。
　電子記録債権決済サービス利用契約

　上記の発生済残高の内、割引譲渡された電子記録債権について以下のとおり財務制限条項が付されており、いず
れかに抵触した場合且つ契約先から期日前請求があった場合、当社は当該請求に対し支払義務を負っております。
なお、当事業年度末において、財務制限条項に抵触している事実はありません。
イ．当社の当連結会計年度末における株主資本合計の金額が、前連結会計年度末又は第42期（2016年３月期）末
の株主資本合計の金額のいずれか大きい方の75％を下回らないこと。
ロ．当社の連結損益計算書において、２期連続経常損失を計上しないこと。
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５ 損益計算書に関する注記

売上高 950百万円
仕入高 1,641百万円

受取配当金 1,973百万円
その他 16百万円

(２) 一般管理費に含まれる研究開発費 78百万円

用途 種類 場所 減損損失

事業用資産

建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具、器具及び備品
有形固定資産（その他）
無形固定資産（その他）
長期前払費用

宮古工場

39百万円
40百万円
31百万円
19百万円
52百万円
1百万円

(１) 関係会社との取引高
　営業取引による取引高

　営業取引以外の取引高

(３) 減損損失
当事業年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

当社は、原則として事業用資産については管理会計上の区分を基礎として製造工程、地域性、投資の意思決定単位等
を加味してグルーピングを行っており、本社等の事業用資産については、共用資産としております。

当社宮古工場、兵庫工場及び東京本社について、収益性低下により投資額の回収が困難と見込まれるため、帳簿価額
を回収可能価額まで減額し当該減少額を減損損失として特別損失に185百万円計上しております。

当社の回収可能価額は正味売却価額により測定しており、正味売却価額については専門家による鑑定評価等に基づい
ております。

(4) 関係会社株式評価損
当社が2022年10月に株式を取得した株式会社ＡＳＣｅにおいて、当初策定した事業計画を下回って業績が推移して

いたことから事業計画を見直した結果、関係会社株式評価損として411百万円を計上いたしました。
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６ 株主資本等変動計算書に関する注記

株式の種類 当事業年度期首の
株式数（株）

当事業年度増加
株式数（株）

当事業年度減少
株式数（株）

当事業年度末の
株式数（株）

普 通 株 式 110,336 2,474 26,529 86,281

７ 税効果会計に関する注記

　貸倒引当金 811百万円
　退職給付引当金 258百万円
　賞与引当金 98百万円
　棚卸資産評価損 52百万円
　繰越欠損金 1,416百万円
　資産除去債務 36百万円
　減損損失 448百万円
　外国税額控除 303百万円
　関係会社出資金評価損 278百万円
　その他 217百万円
繰延税金資産小計 3,922百万円
　税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △1,416百万円
　将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △2,506百万円
評価性引当額小計 △3,922百万円
繰延税金資産合計 －百万円

　その他 △18百万円
　繰延税金負債合計 △18百万円

繰延税金負債の純額 △18百万円

自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）自己株式の数の増加は、役員及び従業員に対する譲渡制限付株式報酬の無償取得による増加2,474株でありま
す。自己株式の数の減少は、役員に対する譲渡制限付株式報酬の付与による減少26,529株であります。

 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

繰延税金負債
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８ 関連当事者との取引に関する注記

種類 会社等の名
称 住所 事業の

内容
議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

子 会 社

P U N C H
INDUSTRY
MANUFA
CTURING
VIETNAM
CO.  LTD.

ﾎ ｰ ﾁ ﾐ ﾝ 市
（ﾍﾞﾄﾅﾑ）

金 型 部 品
製造・販売

所有
直接

100.0％

製造委託
役員兼任
資　金　の
貸　　付

資金の貸付
（注１）

資金の回収

1,257

1,257

関 係 会 社
長期貸付金

（注２）
2,606

種類 会社等の
名称 住所 事業の

内容
議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（百万円） 科目 期末残高

（百万円）

主 要 株 主
（法人）が
議決権の過
半数を所有
している会
社（当該会
社の子会社
を 含 む ）

株 式 会 社
ミ ス ミ

東 京 都
千代田区

F A 事 業
金型部品事業
V O N A 事 業

被所有
間接

10.86％

当社製品の
販売

株式会社ミ
スミ製品の

購入
物流業務の

委託

製品の購入 593 買 掛 金 299

９ 収益認識に関する注記

(１) 子会社

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注１) 当事者間の合意に基づいて、適切に決定しております。
(注２) PUNCH INDUSTRY MANUFACTURING VIETNAM CO. LTD. への貸倒懸念債権に対し2,606百万円の貸倒引当金を計上

しております。

(２) 兄弟会社等

(３) 役員及び個人主要株主等
　　　該当事項はありません。

　　 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は「1.重要な会計方針に係る事項に関する注記（3）重要な収益及び費

用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。
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10 １株当たり情報に関する注記
(１) １株当たり純資産額 313円91銭
(２) １株当たり当期純利益 22円39銭

11 重要な後発事象に関する注記

12 その他の注記

　該当事項はありません。

　該当事項はありません。
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